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はじめに

[" 1日1食しかありつけなかった人が2回食事

をすることができるようになり，着たきり雀の女

性が 2枚目の服を買えるようになること}1)

ムハマド・ユヌス (MuhammadYunus)教授(2)

はこの変化を「開発の奇跡}3)と呼ぶ。日本人の日

常生活と比較すると当たり前の水準にも及ばな

い，実に小さな変化である。しかし，貧困の悪循

環から脱出できずにいた人々にとっては["奇跡」

と表現される大きな変化である。これまで起き上

がれずに寝ていた人々が次々と立ち上がるよう

な，逆ドミノとも言うべき小さな輝きのある波は，

今，パングラデシュから世界へと広がっている。

貧しい人々の中でも特に貧しい最底辺にいる女

性を対象に，銀行に類似した制度を確立し，マイ

クロ・クレジット (micro-credit:少額の信用貸

付)(4)を提供し，彼女らの多様性に満ちた潜在能

力に光をあて，貧困緩和に立ち向かったプロジェ

クトがある。

ベンガル語で「村」を意味する grame仰を冠し

たグラミン銀行の活動である。現在，貧困層と呼

ばれる社会の底辺にいる 240万人近くの人々が，

物的担保なしに，このグラミン銀行から融資を受

けている。貧しいがゆえに誰からも信用されず，

人間的価値さえも認められていなかった人々が，

少額の資金を手にするチャンスを得たことによ

り，自らの生活を改善し向上させている。

1971年の独立以来，バングラデシュには，国際

機関・先進各国から多額の援助資金が流入した。

しかし，長期間にわたる膨大な援助にもかかわら

ず，その効果がほとんど現われず，それゆえ無能

者のレッテルを貼られていた。北海道の 2倍ほど

の面積に 1億 2，000万余りの人が住み， 1999年の

国民一人当たりの国民総生産は 370ドルヘいま

だ国民の 3分の lは貧困線以下の生活を強いられ

ている(6)。

しかし，グラミン銀行によって信用され融資を

受けた人々の小さな変化は，貧しい人にとっては

大きな自信へとつながり，社会を変える希望に満

72 

ちた力となっている。グラミン銀行の成功は，バ

ングラデシュを越えて近隣のアジア諸国だけにと

どまらず，アフリカなどの途上国にも大きな影響

を及ぼし，さらに国内での経済格差が拡大してい

る先進国においても， この活動の意味が認識され

つつある。

本稿では，バングラデシュにおいて貧困緩和を

目的に設立され，多大な成果をあげている，この

グラミン銀行の活動について考察し["小さな信

用」から得た輝きが未来を築く力となっているこ

とを確認したい。

第 1章 グラミン銀行の設立

1971年 12月，パキスタンからの独立で、新しい

時代が到来し，バングラデシュの人々はこれで困

窮した生活は終りを告げるだろうと期待した。し

かし， 1974年の大飢瞳(7)もあって，人々はその後

も引き続き過酷な現実に直面することとなった。

その頃，チッタゴン (Chitagon)大学で経済学を

教えていたユヌス教授は，大学の中で自分が教え

ている経済理論と，現実の世界とのギャップを強

く感じ，教科書からではなく実際の社会から経済

学を学ぼうと，学生たちとジョブラ Oobra)村の

貧しい人々を訪ねて話をしてみた結果，そこには

学問の理論とは全く異なる生活があることを知っ

たのである(8)。

このとき，ソフィアという名の，勤勉で技術が

あるにもかかわらず不幸な状況にある女性に出

会ったことは，後にグラミン銀行が誕生するきっ

かけとなる幸運な出会いでもあった。

「その時， 21歳で 3人の子どもの母であるソ

フィアは極貧状態にあり，生計をたてるため竹を

編み，椅子を作っていた。彼女が一生懸命働いて

も，貧しい生活から脱することはほとんど不可能

であった。なぜなら，原料の竹を購入するのに 5

タカ必要であったが，そのわずかな元手がないた

め借金をし，出来上がった製品を元子を貸してく

れた相手の言い値の 5.5タカで売らなければなら

ないという仕組みがあったからである}9)。



貧しければ貧しいほど過酷に働くけれども稼ぎ

はほとんどなく (10)，貧しい人の労働はほとんどた

だ働きに近く，奴隷のように働いている(11)という

現実を，ユヌス教授らは発見した。貧しい人も自

分の持つ技術を活かして立派に生計を立てること

ができるはずであるが，わずかな元手がないこと

が原因で，貧困の悪循環から抜け出すことができ

ない生活だった。

同じような状況に陥っていた村人は 42人，必要

な元手は全部でわずか 856タカ(当時，約27米ド

ル)であった(12)。ユヌス教授がこれらの人々にお

金を貸したところ，全員が収入を増やすとともに，

借金を確実に返済したことから，少額の元手を融

資することにより，貧困の悪循環を絶つことがで

きると確信したのである。

この実験的調査が，貧しい人の中でも特に貧し

い土地なし貧困層を対象に，物的担保なしに事業

を営むための少額融資を始めることになったきっ

かけである。

しかし，なぜ既存のシステムでは対応できず，

新たにグラミン銀行が必要であったのか。

第 l節貧困層へ到達しない海外援助

独立以来ノfングラデシュには，国際機関，各国

政府からの公的援助やNGOによる援助が毎年大

規模に流入し I援助の実験場」と呼ばれてき

た(13)。

バングラデシュは 1970年代後半からは毎年10

億ドルを超える有償・無償の ODA資金を供与さ

れてきた。これら ODA資金は政府開発資金の

70%以上を占め， 1980年代には 100%に達した年

もみられるなど，バングラデシュの経済開発に

とって決定的な役割を果たしている(14)。そして，

独立から 1996年 6月までの 25年間に受け取った

開発援助資金は 306億 3，100万ドルに達してい

る(15)。

しかし，いかに海外援助がなされようと，最下

層の貧困の緩和には貢献しておらずはヘバングラ

デシュの国民としてユヌス教授は疑問を抱いてい

7ご。

小さな信用と貧困問題の解決

これは，バングラデシュに流れ込んできた巨額

の援助資金がどこに消えたか，という問題につな

がる。つまり，海外援助の受益者は実際には誰で

あるのかということである。

ユヌス教授はこう述べる。 I(国際援助の)75% 

は，ドナー国へ還流していった。援助の残り 25%

は，そのほとんどがローカルのコンサルタント，

アドバイザー，建設施工業者，官僚，技師へと流

れていった。彼らも受益者である}1九そして I貧

しい人々へはほとんどトリックル・夕、ウンされて

いない。貧しい人々の名目でなされるけれども，

こうした援助から利益を得る人々はすでに富んで

いる人々である。海外援助は，貧しい人々の名目

で権力者に利益を与える慈善事業となる}聞と断

言する(1的。毒は栄養より早く効くというが，バン

グラデシュに対する海外からの援助は，栄養より

毒としての作用の方が早く回り，ますます援助依

存が深まるばかりで，バングラデシュ政府は腐敗

し，貧困という問題を解決する能力を有してはい

なかったのである。

では，なぜ、貧困層が援助の受益者になることが

できなかったのであろうか。

「貧しい人とは誰であるかを明確に理解してい

ないプログラムは，よくある。プログラムの立案

者は，あるときは小農を貧しい人として語るかも

しれない。別な場では，仕事のない人，字が読め

ない人，栄養不良で苦しんでいる人， 25エーカー

以下の土地所有者を意味するかもしれない}20)

と，ユヌス教授は，各種プロジェクトにおいて，

貧困層という言葉を明確に定義付けしていないこ

とを指摘する。そして，定義付けの不明確さによっ

てもたらされる影響について，次のように述べて

いる。「暖昧な概念は，貧困に焦点を当てたプログ

ラムの組み立てに大きなダメージを与える。rural

とpoorを取り違えたり， smaU/marginal farmer 

は貧しい人の同義語であると信じている人がい

る。バングラデシュでは，人口の半分はmarginal

farmerより貧しい。彼らは土地なしの人々であ

る。いずれにせよ，貧しい人々全体の代表として

farmersという特定の職業グループを定義するこ
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とは，賢明ではない。バングラデシュにおける農

作業は男性の仕事である。人口の残り半分を占め

る女性の存在について忘れてしまうことは，いか

なる開発プロジェクトにとっても，避けることの

できない混乱でもあり，ダメージでもある }21)。

そこでユヌス教授は，.開発の定義を再定義する

必要がある。開発とは当該社会の人口の底辺50%

の経済状況における積極的変化を意味すべきであ

ろう。一人当たりの所得ではなしその国の底辺

の人口 50%の一人当たりの所得が求められるべ

きだろう }22)と，各国の状況により，底辺の人口

x%について焦点をあて，開発効果を探るべきで

あると主張する。

このように，貧困ゆえに海外援助が流入したバ

ングラデシュであったが，貧困層を明確に定義す

ることなく実施した援助プログラムでは，貧困問

題の解決には結びついておらず，結果として，利

権を得る者はより裕福になり，貧しい人々は貧し

いまま，あるいはさらに貧しくなり，貧富の差が

拡大するだけであった(23)。バングラデシュに住む

ユヌス教授にとっては，海外援助の負の作用につ

いては早くから気付いていたことであり，貧困と

いう問題解決のために，より現地の実情に合った

プログラムが必要であると考えたのは，ごく自然

なことであった。

第2節金貸しという貧困の歯車

村の金貸しは，mohajan(24)と呼ばれ，古くから

バングラデシュにある制度である。インフォーマ

ルな金融は，当たり前のものとして社会的に受け

入れられており，貸し手・借り手双方のほとんど

が，かなり不当である契約の性質を気にとめてい

ないようだ(25)。

金貸しからのローンのために，様々な担保物件

が提供され，利息の支払いは年300%，400%にも

なる。それにもかかわらず，貧しい人はそのまま

条件を受け入れる。この高利とそれを受け入れる

状況には論拠があるとはいえ，過酷なものであ

る(26)。

理不尽な利率により，貧しい人は事実上，期限
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内にローンの元本を返済することは難しい。その

結果，金貸しは 2つの点で優位に立つ力を持つ。

一つ日は債務不履行の場合であって，金貸しは品

物を子に入れることになるが，それは主たる目的

ではない。二つ目は利息の返済という形態で借り

手の定収入を継続的に吸い上げる状況であって，

金貸しはこの状況の方を好む。なぜなら，借り手

は貸し手に対し義務と従属を感じ，貸し手は次回

も再び後援者，保護者としての役割を演じること

が期待されるからである。ローンの業務は経済的

な関係と同様に，社会的関係をも確立する手段と

なる。両者の聞の会話は，厳密にローン提供とい

う経済的評価よりは，むしろ特殊な社会的関係を

確立する手段となるのである(2九

借り手にとってはローンの重荷から自らを解放

することはこの上なく困難なことである。古い

ローンを返済するためにさらに借金をし，最後に

は死に至ることが救済手段となることさえもあ

る(28)。

ロパート・チェンパース (RobertChambers) 

が述べるように，貧しい人々が不測の事態に対し

て脆弱だという状態は，社会慣行(夕、ウリ，ブラ

イドプライス，婚礼や葬式)や災害，健康上の問

題(病気，妊娠や出産，事故)，非生産的な支出，

そして他者による搾取によって突然の出費が必要

になる事態に直面した時，それに対処するための

十分な蓄えを持ち合わせていないことなどから来

ている。こうした事態により，結局貧しい人々は，

手元に残るほんの少しの財産さえ売り払ったり手

放したりしなければならず，それらは二度と取り

戻せない。こうして，後戻りすることができない

「貧困の歯車J (poverty ratchets)がまた一つ回

り，貧しい人々はさらに貧しく，脆弱になってい

くのである(29)。

結局，貧しい人々が金貸しに依存することは，

自らの自由を手放すことになり，真の問題解決ど

ころか，それは貧困の悪循環の中に深く身を投じ

ることであり，自殺行為に等しいのである。



第3節貧しい人々を排除する一般銀行

貧しい人々が元手を必要とする場合，ユヌス教

授は当初，既存の一般銀行から貸出しを受けるこ

とが望ましいと考えた。そこで，ユヌス教授は，

貧困というローカルの問題を解決するために一般

銀行に近付いたが，問題はローカルの問題でない

ことに気が付いたのである (30)。すなわち，銀行で

の融資には物的担保が不可欠であり，貧しい人は

担保を提供できないので貸すことはできない(31)

と，人ではなく物の方を信用するのが既存の一般

銀行だった。バングラデシュにおける他の多くの

制度と同様に，この国の銀行制度は主に都市部を

対象とし，経済的に豊かな層のニーズに適合して

いfこ(32)。

しかし，それは健全に機能しているわけではな

し佐藤宏は，本来産業資本家を育成するはずの

公的信用機関(工業銀行・工業金融基金など)の

民間への中・長期貸付は，多額の未返済額を抱え

て行き詰まり，バングラデシュの重要産業におい

て大口の滞納が発生している事実を指摘してい

る(33)。

バングラデシュでは，ローンを返済するという

伝統がない。そして，権力がある人ほどクレジッ

トを悪用し，公的財産の横領がほとんど当たり前

になっているほどである。その結果，悪用する人

ほど賞賛され，国民的英雄になる (3ヘ一方，土地

なしゃ女性のような農村部の不利なグループは，

社会の最も大きな層を構成し，単に生存し続ける

ためにクレジットを必要とする人々であるにもか

かわらず，全く銀行業務の対象範囲外に置かれて

いた(35)。

結局，既存の銀行は持てる者はより持てるよう

になる原則に基づいており，もし何も持っていな

かったら，イ可をもf尋ることはできない{土手且みに

なっていたのである(36)。ユヌス教授は，バングラ

デシュでの銀行業務は，裕福な人に対する慈善事

業にほかならないと述べている (37)。

ユヌス教授は，既存の一般銀行がこのように不

公平を前提とし，それを維持あるいは拡大するシ

ステムとして機能していることに疑問を感じた。

小さな信用と貧困問題の解決

貧困は貧しい人々によって作られるのではない

し，彼らによって維持されているわけではなし

貧困のルーツは現存の制度・概念・理論的枠組み

の中に見出すことができる(38)。クレジットとは，

本来，一部の裕福な人々の独占的な特権である，

という神話は打破される必要があり，性質上，必

然的に貧しい人々を遠ざける理由は何もないと考

えた(39)。

そして，-担保はお金の返済を保証するものでは

ない。それは，好き勝手に自分だけ得をしようと

する特権階級の人々によって作られた神話であ

る}州と，銀行業務における物的担保の存在意義

に疑問を抱いたのである。

まさしく，食べ物，衣服，住居，教育，健康の

ようなものと同様に，クレジットは人聞の基本的

人権の一つである(4九しかしながら，貧しい人々

は物的担保となるような財産を有していないこと

から，既存の一般銀行にとっては，貧しい人々が

顧客になる可能性は無に等しく，無縁の存在だっ

た。

そこで，ユヌス教授は，-すべての貧しい人には，

自分の経済的状況を改善するための公正な機会が

与えられなくてはいけない。これは，その人のク

レジットへの権利を確立することによって容易に

なされる。既存の金融制度がこの権利を明確にで

きないのであれば，この基本的人権を保証するこ

とになる代替的な金融制度を見出すよう支援する

ことは，国家及び世界共同体の義務である}叫と

確信した。結局，お金に近付く権利は，貧困を取

り除き，その人自身の可能性を広げ，自ら活動的

な経済主体となり，個々人の尊厳を確立するため

に極めて重要であると感じたので，グラミン銀行

は貧しい人々を不可賎民とする一般銀行のカース

ト制度に挑戦することにしたのである(43)。

第4節 グラミン・バンク・プロジェクトからグ

ラミン銀行へ

l ク。ラミン・/¥ンク・フ。ロジェク卜の開虫台

ジョブラ村での実験的調査がそのままグラミン

銀行の設立となったわけではなしまずは，グラ
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ミン・パンク・プロジェクト(以下GBPと略する)

として開始した。そのスタートポイントは，バン

グラデシュにおける貧困問題の解決については政

府機関は非効率で無能である，ということへの対

抗的な解決戦略であった州。

GBPは次のような目的で提案された(4九

①貧しい人々に銀行業務の便宜を提供する

②金貸しからの搾取を除去する

③あまり活用がされていない，あるいは現に活

用中の人的資源のために，事業を営む機会を

創出する

④不利な立場にいる人々がお互いに助け合い，

理解を深め，影響しあい，社会的政治的経済

的効果を見出すことができる組織的形態の中

へ人々を導く

⑤「低所得→低貯蓄→低投資→低所得」という従

来の悪循環を「低所得→クレジット→投資→

所得増→投資増→所得増J と発展するシステ

ムへ方向転換する

1976年に始まった，貧しい人の中でも特に貧し

い土地なし貧困層を対象に，事業を営むための物

的担保なしのGBPは，資金面及び人材面でバン

グラデシュ銀行，国営商業銀行， BKB (Bang-

ladesh Krish Bank :ノTンクゃラデシュ農業開発銀

行)の支援を得て，事業を展開していった。

地域としては， 1976年にはジョブラ村1村での

実施であったが， 1982年時点では 745村をカバー

するに至った。また，メンバーも， 1976年の 10人

から，年を追うごとに爆発的に増加し， 1982年に

は3万416人にも達した。そして，この間の返済

率は一貫して 100%を保持した(46)。

2 グラミン銀行の設立

1983年，グラミン銀行法が制定され，法人格を

もっグラミン銀行が正式に誕生した。株式の所有

状況は，そのスタート時点において，政府60%，

借り手40%であったが， 1986年時点で，政府

25%，借り手75%になり(47)，現在は借り手の株式

所有が93%(48)にまで達し，名実ともに貧しい

人々のための銀行となっている。また，銀行運営

に関わる資金として，バングラデシュ銀行のほか，
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IF AD (International Fund for Agricultural 

Development :国際農業開発基金)，ノルウェー

のNORAD(N orwegian Agency for Interna-

tional Development) ，スウェーデンの SIDA

(Swedish International Development Author-

ity) ，フォード財団などの海外からの援助も受け

ていた(49)が，現在では自立した経営ができる状態

となっている。

ところで，人ではなく物を信用し，貧困層が差

別・排除され利用できない既存の銀行システムは

ファイナンシャル・アパルトへイトであると理解

したユヌス教授は，正反対といえるシテスムをグ

ラミン銀行に導入した。すなわち，貧困層の利用

を前提としているため，利用，貸付け，返済など

が容易にできるように配慮している。

*取引きの場

・一般銀行は，主として都市部にあり，利用者

が銀行へ行き取引きを行う。

・グラミン銀行は農村を中心に活動を展開して

おり，行員が借り手のところへ出向き，ウィー

クリー・ミーテイングの場で返済等の業務が

なされる。

*書類の作成

・一般銀行を利用する人は，預金及び融資を受

ける際に書類を作成する必要があり，当然読

み書きの能力が要求される。しかし，バング

ラデシュは識字率が低い(50)ことから，利用者

は一部の裕福層に限られる。

・グラミン銀行では，借り手が書類を作成する

必要はない。ただし，メンパーになるにあたっ

てサインが必要なことから，そのための研修

がある。

*担保

・一般銀行は，融資を受ける際に物的担保を必

要としている。したがって，財産を持たない

者は，一般銀行においては当然のごとく排除

されることになる。ユヌス教授はこれを，不

信を前提にしたものであると考えている。

・グラミン銀行は，物的担保を要求せず 5人

でグループを組んで返済を確実にする社会的



担保を要求する。これは，人を信用すること

から成り立つ関係である。

*融資額

・一般銀行は，書類を作成する手間とそこから

得る利益を考慮し，取り扱うのは大金のみで

あり，結局，利用できる者は限られる。

・グラミン銀行は，少額からスタートし 1年

で返済する。規則に従い確実に返済をなした

人には，累進貸付けを受ける権利がある。

*利率

・一般銀行の利率は，グラミン銀行より低いが，

複利である。

・グラミン銀行の利率は 20%と高いが単利で，

借りた翌週から毎週返済し， 1年で完済する。

*利用者の性別

・一般銀行は，ノfングラデシュの社会的通念と

して顧客は主に男性であり，女性が利用する

ことは難しい。

・グラミン銀行は，男性も利用できるが，女性

の借り手が94%以上と圧倒的に多い。

3 世界へ広がるマイク口・クレジット

バングラデシュのジョブラ村でユヌス教授が学

生たちと一緒に行った実験的調査という卵は，

GBPという雛に僻り，やがて，グラミン銀行とい

う鶏に成長した。そして，貧困緩和を目的に貧し

い人々に少額の資金を貸し出すグラミン銀行の活

動は，バングラデシュ圏内のみではなく，次第に

海外からも注目されるようになり，さらに鶏が卵

を産むように，マイクロ・クレジットは世界に広

がりをみせている。

例えば，国家開発計画の一つの柱として貧困緩

和政策を掲げていたマレイシアでは，早くも 1986

年から，国家の政策を補完する形で， Amanah 

Ikhtiar Malaysiaという組織がグラミン銀行方

式のマイクロ・クレジット・プログラムによる融

資を行っており，同国における 1990年と 1995年

の貧困率を比較すると，一般貧困層は 16.5%から

8.9%へ，極貧層は 3.9%から 2.1%へと減少して

いる(5九

グラミン銀行では， 1989年にグラミン・トラス

小さな信用と貧困問題の解決

トを設立し，世界の多くの固にマイクロ・クレジッ

トのノウハウを提供している。アジアやアフリカ

の途上国だけではなく，園内で貧富の格差が生じ

ている先進国であるアメリカでも，グラミン銀行

と交流しながら同様の試みを実施しており，グラ

ミン銀行のマイクロ・クレジットは，-初めての第

三世界からの技術移転}52)として注目されてい

る。

1997年2月に，アメリカのワシントンで開催さ

れたマイクロ・クレジット・サミットには，日本

を含め 137カ国から約3，000人が参加し， 2005年

までに世界の最も貧しい 1億世帯に融資を提供す

ることが採択された(問。

世界銀行もこの会議に参加し，マイクロ・クレ

ジットの有効性を認識し，小口金融機関を支援し

ており，マイクロ・クレジットの概念は，急務で

ある貧困との闘いの重要な要素として世界に広が

りつつある問、

第2章 グラミン銀行の組織と戦略

第三世界の巨大開発プロジェクトが，第一世界

により主導権を握られ演鐸的プロセスを通して考

え出されたのとは違って，グラミン銀行のアプ

ローチは，変化の行為主体として貧困にある個人

に焦点を当て，実践から学び，試行錯誤を重ね，

帰納的方法により，生み出されたものである。そ

して，グラミン銀行と貧しい人々は，共に自立を

めざし，長い道程を共に歩み，共に発展してきた。

グラミン銀行の借り手たちは，マイナス方向から

ゼ、ロ地点をめざして歩み，貧困線を越えようと努

力してきた人々であり，また，グラミン銀行も，

外国政府や国際機関等からの資金援助にいつまで

も頼るのではなく，自らも自立をめざして歩んで

きた組織である。

グラミン銀行は，次のような特色を有している。

*対象は土地なし貧困層

貸付けの対象は，-所有する土地が0.5エー

カー (0.2ha)未満または所有する資産の合計

が土地1エーカー (0.4ha)相当未満」の貧困
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層である。なお，借り手の 94%以上が女性で

あり，借り手が貧困層という厳しい生活状況

にもかかわらず返済率は 90%前後であり，一

般銀行より返済率がはるかに高いことは驚く

べきことである。

*借り手本位の現場主義

借り手が銀行に出向くのではなく，村の中

に支屈を置き，行員が借り手の所まで行く。

このため，ほとんどの職員が現場で働いてい

る。

*事業を行うための少額の融資

融資額は年1，000タカ(約2，200円)から

1万5，000タカ(約3万3，000円)である。

融資されたお金は，脱穀，家畜の飼育，手工

芸など，事業に投資することが条件である。

融資を受けるにあたり，物的担保は要しない

が，それに代わるものとして， 5人のメンバー

でグループを組む必要がある。

このような際立つた特色を備えているグラミン

銀行は，どのような組織と戦略を有しているので

あろうか。

第1節グラミン銀行の組織構造

グラミン銀行の組織について，パンカジ・ S• 

ジャイン (PankajS. J ain)の研究開では，基本

的にはヒエラルキー型をとり，大きくは次の3つ

に区分されるとしている。

*ローカルの人々の組織

グループ:Group 

センター:Center 

*現地業務を行う組織

支屈:Branch 

地域事務所:Area Office 

*サポートをする組織

区事務所:Zonal Office 

本部:Head Office 

ローカルの人々の組織

(1) グループ

グラミン銀行から融資を受けるには，物的担保

は不要であるが，その代わりに自分で同じ村に住
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む人を探し，メンバーとして 5人で1つのグルー

プを組む必要がある。いわゆる社会的担保の確保

である。グループは，血縁関係ではなく，同じよ

うな経済的状況にあり，お互いに信頼しあえる，

うまの合う人と組むことが条件となっている。

支屈の行員 (BankWorker)は 5人すべての

メンバーが入会資格があるかどうか，上記の条件

に適するかどうかを確認する。その後，サインの

仕方やグラミン銀行の規則や規律などを理解して

もらうために，最低7日間のトレーニングがある。

トレーニングではまず，グループは班長(Chair-

person)と副班長 (Secretary)を選ぶ。班長はグ

ループとセンターに関する義務と責任を理解し，

実行することが期待される。また，各メンバーは

トレーニングの期間，共通の貯蓄基金に 1日1タ

カを提供しなければならない。基金は班長，副班

長，残りのメンバーというように順に保有される。

銀行との関係，メンバーの聞の関係においては信

頼が重要であり，この手順は，共同で保有する財

産に対する誠実さと信頼性についての個人の能力

を磨くこととなる。これは，コミュニティにおけ

る社会的経済的責務の基本的関係を築く上での最

初のステップとなる(56)。

トレーニングが終了すると，支届長 CBank

Manager)によるグループ訪問があり，メンバー

の選択は適切か， トレーニングはきちんとなされ

たか等のチェックがある。これがクリアされると，

続いて，地域事務所の所長(AreaManager)によ

る個別訪問があり，クロスチェックがなされる。

これらのチェックで満足できないとされる場合

は，メンバーを変更したり，再トレーニングがな

される。つまり，入会するには行員，支庖長，地

域事務所の所長の三者から承認される必要があ

る。

このように，グラミン銀行はグループへの入会

に大変複雑なプロセスを作っている。途中にたく

さんのチェックポイントを置くことにより，貧し

くない人が入会することを困難にしている(5九

本格的な 1年ローンを組む前に，試験的にロー

ンの貸付けと返済の練習がある。グループのうち，



まず2人に貸付け， 1カ月ほどで返済がなされる。

それがうまくいくと，次は別の 2人に，そして最

後にグループの代表である班長に貸付けを行い，

全員が規則に従い返済できることが確認された

後，初めて本格的なローンを組む手続きがなされ

る。

グラミン銀行にとって，グループの形成とト

レーニングのプロセスが，長期安定のための重要

なステージであることは経験が示している(58)。

ローンの返済スケジュールは 52週で1サイク

ルとし， 50週で元本を返済し，残りの 2週で利息

分(年利 20%)を返済する。ローンは借りた 1週

間後から返済が始まり，毎週規則的に返済がなさ

れる。グラミン銀行の規則としては，全額返済さ

れるまで新しいローンは組まないこととしてお

り，毎週規則的に返済することが，次の大きなロー

ンを組むための保険のような役割として機能して

いる。

仮にあるメンバーがローン返済で債務不履行と

なったら，グループ全体としての信頼性や新しい

ローンという点での将来の利益は危うくな

る(59)。グループのメンバーは，もし自分たちが問

題を解決しなければ，将来のローンがグループ全

体にとって危うくなることを知っているのであ

る(60)。

グラミン銀行を通して広く行き渡っている心構

えは，グループが全体として成長しなければなら

ないことである。「あたながたは一緒に前進しなけ

ればならない。お互いに助け合わなければならな

い」というメッセージが，機会あるごとに述べら

れている(61)。

(2) センター

前述のグループが 6~8 まとまって l つのセン

ターとして機能している。毎週決まった日時に支

屈の行員とメンバー全員が集合し，ミーティング

を行っている。グラミン銀行側は，このウィーク

リー・ミーティングに出席することの重要性を強

調している。

定期的なミーテインク'は，同時に，毎週の返済

がなされる場でもある(問。ある区事務所の所長

小さな信用と貧困問題の解決

(Zonal Manager)が Iあなた方自身の心臓の鼓

動のように，ローンを返済しなさい}63)と，ワーク

ショップで女性たちに述べたというが，まさしく

ウィークリー・ミーティングはグラミン銀1T自身

の規則正しい心臓の鼓動であり，順調にローンの

返済がなされることは，組織における血液の流れ

がスムーズであることを物語る。したがって不整

脈が生じたときは，健康を取り戻すために迅速に

対処する必要がある。そのため，返済及び貯蓄と

いう現金を扱う業務は，メンバー全員の目の前で

行われ，遅滞や返済されない個々のケースについ

ては，メンバーにより議論されることになる。つ

まり，クレジットに関するすべての決定や業務は，

メンバー全員の監督の下で行われるのである。

ミーティングでは，より効果的，効率的に業務

を行うことができるように，グループ毎に 1列に

なる。班長，副班長，残りのメンバーの順で座り，

センター長 (CenterChief)のグループが最前列

を占める(64)。

班長，センター長は，メンバーがローンを適切

に使っているかを監督する重要な役割を担

う(65)。また，各班長はセンター・ミーティングで

グループの合意を表明するスポークスマンとして

期待される(刷。センターに関する決定はグループ

の合意をベースとしてなされる。グループの構成

員がお互いに信頼し納得した上での合意を築くた

めには，均質性が基本となり，このことはグラミ

ン銀行の運営にとって非常に重要なことである。

このように，グラミン銀行では物的担保を設定

しないで，グループによる連帯責任という社会的

担保と呼ばれる制度を導入しているが，これは

人々のエンパワーメント (67)の手段として機能し

ている。つまり，一人で孤立している場合よりも，

5人で討議する場合の方が，グループとして自分

たち自身を管理し，自分たちの問題として解決す

ることができる(68)。また，規則を受け入れなかっ

たり，ミーテイング?に来なかったり，返済や貯蓄

をしないことは，本人だけではなく，利益を享受

している他のメンバーの道をも閉ざすことにな

り(側，グループは疑似的な社会を体験する場であ
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り，訓練の場として機能しているのである。そし

て，センター・ミーティングは，グツレープにおい

て作られる社会的経済的責任関係を強化するもの

なのである(70)。

グラミン銀行のローンは基本的には借り手であ

る個人に対し提供されるが，同時に借り手はグ

ループの一員であり，センターの一員でもある。

ローテーションで班長，センター長などの大役を

:j:s.うことになるグラミン金艮f子のシステムにより，

それまで社会的役割を持たなかった女性は，社会

の一員としての大きな自信を形成していくのであ

る。

ジャインは，グループやセンターでの形式を重

んじる活動は，メンバーと行員がグラミン銀行の

規則を遵守するという文化を開発するものであ

り，年に 52回，メンバーが毎週同ーの行動を繰り

返すことは，この文化を押し進めることにつなが

り，.文化的習慣」というものがグループとセン

ターの主な目的であり機能であると論じている。

2 現地業務を行う組織

(1) 支庖

2001年7月現在，グラミン銀行の支庖は全国で

1，170支屈あり，バングラデシュの 68，000余りあ

る村の半数以上の 40，346村をカバーしてい

る(7九グラミン銀行の総スタッフの 80%は支庖で

{動いている(72)。

支屈はグラミン銀行にとって鍵となる経営単位

であり 1支庖で約60センター(閣を受け持つと

同時に，その支屈を管轄する地域事務所と区事務

所，そして本部からの監督と支援を受けている。

1人の行員は 10のセンターを受け持ち，毎日午

前中に 2つのセンターのミーティングに参加して

貯蓄と返済金を集金し，午後はローンの利用を

チェックし，返済しなかったメンバーを個別訪問

するというのが日常業務である。支店長も現場に

出向き，不規則な返済ケースのフォローや行員の

現場での仕事をチェックし，また，月 1回，通帳

の記載内容を確認する。

(2) 地域事務所

グラミン銀行には 122の地域事務所があり 1
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つの地域事務所の傘下には 5~15 の支庖があ

る(問。地域事務所の所長と計画官(ProgramOffi-

cer)は毎月各支屈を巡回し監督する。そして，支

屈の行員によってトレーニングを受けた新メン

バーの承認のほか，支屈の行員の現場における仕

事ぶりやメンバーとの関係，フォローアップの問

題について把握する。また，所長の重要な役割と

しては，地方政府機関との適度な関係を保つこと，

つまり政府からグラミン銀行の独立性を確保する

ことなどがあげられる。

3 サポートをする組織

(1) 区事務所

グラミン銀行には， 15の区事務所がある。

1つの区事務所は， 6~1lの地域事務所を管轄

しており (7ヘ区事務所の第 lの機能は経営責任で

あり，所長の主な仕事は人事上の情報を得ること

である。また，各支屈のファンドのフローを監視・

把握すること，職員研修を行い，グラミン銀行の

哲学を理解させ，現地業務を行う部門と本部を結

び付ける役割を担っている。

グラミン銀行では，支店の数が増加するに伴い

地域事務所が新設され，地域事務所の増加に伴い

新たな区事務所が作られるというように，現地業

務を行う組織の拡大に伴い，全体としての組織も

拡大してきた。区事務所は，高度に独立性を持ち，

自律的なユニットであり (71 銀行口座管理や基金

管理，予算コントロール，プログラム管理，人事

などの機能を本部から受け継ぎ(7九ミニ本部の役

割を果たしている。

しかし，現場から全く離れているわけではなし

管内の地域事務所，支庖，センターを訪問したり，

メンバーのワークショップに出席するなど，月に

8日以上現場に出向く所長もいる。区事務所の所

長がたびたび現場に姿を現すことは，職員に対す

る確固たる監督と動機付けの効果を有するが，同

時に重要なことは，このことが刺激する情報の流

れと情報の交換である。この結果として，区事務

所の所長は意思決定のために直接に質の高い情報

に触れ(78)，人々と情報を共有することにより，多

くの借り手や職員から信頼される関係を築くこと



が可能になるのである。

(2) 本部

本部の機能としては，計画・管理・経営情報シ

ステムなどの事業経営，政策形成会議，外部との

交渉などが主な仕事である。また，モラルを押し

上げることも現場主義を掲げるグラミン銀行では

重要な事項であり，現場職員とのコミュニケー

ションはその核となる活動であり，総裁(Manag-

ing Director)であるユヌス教授自身もできる限

り現場を訪ね， トップの見方やポリシーを理解し

てもらうとともに，現場で働く職員からの直接の

情報に耳を傾けるよう心掛けている。

なお，本部で働く職員は 1万人を超える全職

員のうちの 400人程度である。

4 会計監査

グラミン銀行の内部での会計監査機能は，各区

に設置した会計監査事務所に権限が委任されてい

る。スタッフは 3~4 人と小規模であるが，各支

庖は 1年おきに監査される。監査では，借り手個

人の家やセンターでのフィーlレド調査も含んでい

る。その監査の結果は， A一顕著な印象深い進展，

B 満足できる進展， c 進展なし， D 状況悪
化， E-驚くべき悪化の 5段階で評価される(7ヘ
スタッフは，過ち，盗み，贈収賄，汚職，詐欺，

横領については口にしない。これらは全て「不幸

な出来事(mishappening)Jという言葉を使う。人

間的意志薄弱を名付ける思いやりのある仕方であ

るが，監査の対象から除外されるものではない。

監査官は「私たちは探偵ではない。全ての利益の

ための番犬である」ということを強調する。監査

官は，競争相手，スパイや敵対者ではなく，共通

の目的に向かつてスタップと協調して働くことを

望む仲間なのである。彼らのスタート地点は，非

信頼ではなく信頼なのであり，時には現場職員の

相談に対し助言を与えたりもする(8九

グラミン銀行の会計監査官たちは，-肯定否定の

会計監査原則(thepositive and negative auditing 

principle) Jというアプローチを発展させた。これ

は，良い手続きと成功は「不幸な出来事」を強調

することにより与えられるという基本原理の上に

小さな信用と貧困問題の解決

成り立っている。支屈における数日間の監査が終

了したら，調べて明らかになったことについて，

支庖長や職員たちと率直な議論をする。この目的

は，何が良く機能し，また何がうまく機能してい

ないかを共に理解するためである。監査の結果，

秘密にされるべきことはなく，すべてがオープン

にされ，支店の業績を改善するためにどのような

方策を講ずるべきかが書類として作成されること

になる (81)。

監査の報告書は，区事務所の所長に提出される

とともに，総裁もひとつにまとめられた概要を受

け取る。そして，顕著な印象深い進展を示した支

屈には，実績を評価する手紙が送られ，期待に反

する業績の支屈はその業務状況について注意を喚

起することになる。こうした通知は，うまく機能

している支屈には活気を与え，弱点のある支庖に

は直ちに方向を転換させるものである(82)。

第2節職員の使命感とトレーニング

グラミン銀行の組織が拡大成長する中で，必ず

しも原則どおりに行われていない事例が見受けら

れるとの指摘もあるが83)，240万人近くのメン

ノてーがこれらの行員とともに貧困からの脱却に努

力しており，成果も十分にあげている。

グラミン銀行における職員の使命感とトレーニ

ングは，相互に刺激を与えながら，グラミン銀行

が前進する原動力となっている。

ユヌス教授は，-人聞社会の主要な責務は，その

すべてのメンバーの人間としての尊厳を確立し保

護することであるといつも感じている。貧困とは，

人々から人間らしい尊厳を取り去ったものであ

る。貧困とは，すべての基本的人権の否定である。

貧困は，貧しい人々が創造したものではない。貧

しい人々は，そうではない人々により作り出され

た環境の犠牲者にすぎない。グラミン銀行での私

たちの経験から，貧困はこの世界から完全に除去

されることができると確信する。そのためには追

加的な資源は必要ない。必要とする全ては，それ

に到達するための政治的決意である」酬と，世界

から貧困を除去することは，方法や手段を見出す
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ことより，むしろ意志の問題であることを強調す

る(85)。

グラミン銀行で中心となる職場は，首都ダッカ

にある本部の高層ビルではなく，ノてングラデシュ

の田舎であり，その仕事は大変地味である。グラ

ミン銀行の職員の使命感は非常に強く，職場では

問題解決に向け，職員一人ひとりの力量が問われ

る。彼らの使命感は，貧しい人々と共に歩むグラ

ミン銀行に就職を希望したという，そもそもの決

意に加え，グラミン銀行での厳しいトレーニング

で養われ，強化されたものである。

経験というものが最良の教師である(制)という

前提のもとに，トレーニング時間の 80%は支屈が

所在する農村地域で費やされ，現場での経験が中

心となる。それまで大学で学んでいた若者は，支

屈での研修で初めてバングラデシュの現実に直面

することとなる。

基本的にグラミン銀行は，独立独歩 (self-reli-

ance) ，協力(cooperation)，革新(innovation)， 

日頃から貧困を解する心 (empathyinto the daily 

meaning of poverty)の4つの相互作用を通して

発展してきた。

したがって， トレーニング・プログラムもここ

に出発点を置く(問。訓練生は一般の規則と規律の

中で，独立独歩そして柔軟に行動することが期待

される。全てのレベルにおけるトレーニング・プ

ロセスはターゲット・グループへの共感と協力を

強調する (88)。

訓練生は実生活の場での対処を通して学ばなけ

ればいけない。それには仕事そのものだけではな

く，バングラデシュの田舎での生活状況に関する

問題や難儀も含まれる(問。学ぶ、にあたって，読む

べき本はない。本のページをめくる以上に，バン

グラデシュの村々が人生についてより多くのこと

を若者に教えるのである(90)。

グラミン銀行では，日の前にある貧困という結

果だけではなく，借り手の人生も理解し，問題解

決に結び付けている。そのため訓練生は，最初の

8週間に男女2人の借り手についてのケース・ス

タディを詳細に書かなければならない。借り手の
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両親，子供時代，結婚，生活状況などについて，

借り手が語るとおり正確に情報を記録しなければ

ならない(9九貧しい人々から学ぶこの方法は，訓

練生が小さな声に耳を傾け，現場からの情報を直

接得る実践的な訓練となる。底辺にいる人から学

ぶことにより，.認識上の尊厳(cognitive

respect) }聞が生まれる。貧しい人々が自分たち

の力で運命を変えていくことができるようにする

ためには，最も貧しい人々から学ぶことが必要不

可欠であるが，グラミン銀行のトレーニングでは，

まず最初にこの方法を取り入れている。

現在では自転車がよく使われているが， トラン

スポート(transport)というと，ノてングラデシュ

では今でもたくさん歩くことを意味する(問。訓練

生は現場でのトレーニングとして，銀行にとって

重要なベースラインとなる社会経済データを集

め，地域の地図を描くことも要求される(制。

6カ月の研修中に 3回 2カ月を 1区分として

それぞれの終了後に 1週間，訓練生たちはダッカ

のトレーニング機関に集い(問，経験を分かち合

う。自らの洞察と経験を比較対比し，差異を認識

し始めることができる(制。問題が提起され論議さ

れるが，解決される必要はない。彼らは，自分の

支屈に戻り，疑問に対する答えを自ら見出すよう

に言われている。疑問に対する答えを見出すため

には，自らの経験をも考えあわさなければならな

い。すなわち，全体としてグラミン銀行を理解で

きればできるほど，正解を見出すことは容易にな

るのである(97)。

「君が学んだことを機械的に模倣するのではな

い。君は芸術家であって，機械ではない」と，研

修した支唐よりもさらに優れた支屈を作るように

トレーナーから教えられる(98)。

訓練生の心に好奇心を呼び起こし，学ぶ、こと自

体に対する興味を刺激することが， トレーニング

の主要な目的なのである(99)。グラミン銀行のト

レーニングは一つひとつ指示されるものではな

く，大部分は独習であるため容易である反面，生

活条件が厳しい現場でのトレーニングは，教室内

の授業とは異なり，困難で厳しいものである。1991



年のトレーニングにおいては，大学で修士号を取

得した将来の支届長候補である訓練生では，女性

が53.8%，男性が29.6%ドロップ・アウトしてい

る(100)。

こうした厳しいトレーニングに耐え，グラミン

銀行で働くことになった職員は，強い責任感と使

命感を持っている。グラミン銀行が大きく発展し

てきたのは， トレーニングによって強化された職

員の使命感が，銀行にとって基本的な栄養源とし

て作用しているからである。もし個々の職員の使

命感が薄れていったら，組織は腐り始め，徐々に

全体を蝕むことになるだろう。現場で貧しい人々

と向かい合い， ともに貧困という問題を解決して

いこうとする職員の使命感は，グラミン銀行の成

功要因の 1つして不可欠なものである。

第3節運動体として発展する組織と問題解決

i 社会的経済的形態としての運動体

グラミン銀行は，.平等」を基調としている組織

である。

まず，グループ5人のメンバーはすべて平等で

あり，センターを構成するグループもすべて平等

である。そして，すべての決定はそれらの合意に

基づく。センターの代表は，毎年選挙によって選

出され，再任することはできない。ローテーショ

ンにより，みんなが平等に責任ある役を引き受け

る。

また，借り手としてのメンバーは，グラミン銀

行の株を 1株購入し，株主としてグラミン銀行の

経営に関与する立場を有し，組織にとって重要な

構成員となる。つまり，グラミン銀行は借り手で

あるメンバーによって所有されているのである。

最高意思決定機関である理事会は 13人のメン

ノfーで構成されているが，総裁としてのユヌス教

授と政府機関からの 3名，そして残る 9つのポス

トにはメンバーである女性の代表者が参加してお

り，グラミン銀行という組織の中でも，借り手で

あるメンパーは平等に扱われている。このように，

グラミン銀行は，.土地なし貧困層の，土地なし貧

困層による，土地なし貧困層のための銀行}101)な

小さな信用と貧困問題の解決

のである。

さらに，グラミン銀行という組織の中では，こ

れらの「平等」をふまえ，権利義務の具体的内容

が制度として示されており，これが貧困からの脱

却という「自由」へつながっているといえる Q 貸

付けと返済という権利義務関係が制度として正し

く機能しないと，マイクロ・クレジットは成立し

なくなる。すなわち，グラミン銀行を保持するも

のは規律であり，これは厳格に保っていかないと，

組織そのものが崩壊するおそれがある。

メンバーがグラミン銀行から貸付けを受けると

いうことは，貧困からの不自由を取り除く。この

点では，アイザィア・パーリン(IsaiahBar 1in) 

の2つの自由の概念(1聞のうち，.消極的自由」の

確保を意味する。また，メンバーは借りたお金を

元手にし，それぞれ自分の能力に見合った事業に

投資し，自営業を営み，自分の潜在能力を発揮す

ることが可能になる。つまり「積極的自由」の達

成，実現である。

このように，.平等J と「自由」を個人として自

覚するようになった借り手たちは，次の段階とし

て，社会的自立と経済的自立への意識が芽生えて，

組織全体として一つのうねりを生じることにな

る。

グラミン銀行は社会的機能と経済的機能が相互

に作用する 1つの集合体あるいは 1つの形態であ

る。お互いに社会的経済的な責務を有することに

よって，人々が参加する社会の設計図であり，ま

さしく人々の運動なのである(1刷。

アンドレアス・フューグルサング (Andreas

Fuglesang)らが述べるように，グラミン銀行の哲

学というのは，とりわけ社会的な環境を重視して

いる(104)。つまり，グラミン銀行の活動は，平等か

ら自由を経由して，まさに強固な社会的経済的責

務の監督と規律を本質とする，貧困を克服するた

めにある，人々の社会的経済的運動なのである。

そして，人々は顧客としてではなしグラミン銀

行のメンバーとしてこの運動に参加しているので

ある。
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2 問題解決型アプローチ

グラミン銀行は，貧困という問題を解決するた

めに活動している運動体である。したがって，こ

の活動に関わる人すべてが，各種の情報を共有し

ながら，貧困を解決するための最良の方法を常に

求めている。すなわち，グラミン銀行では，すべ

ての人々の聞で，問題を解決する姿勢を築こうと

している(105)。

*すべての問題には一つの簡単な解決法があ

る。問題とその解決法は同ーのコインの両面

であり，それらはいつも一緒に存在する。

*問題というのは事実の半分にしかすぎない。

問題と解決法が事実全体を構成する。事実全

体を知りなさい。

*問題に対する解決法を見出せないのは，その

問題を理解していないからである。

*正しく問題を把握することができたら，解決

法への道程の半分まで来たことになる。

*それぞれの問題にはたくさんの解決法がある

かもしれないが，最も優れた解決法は一つで

ある。最も優れた解決法を得るように試みな

さい。

グラミン銀行は直面するすべての問題について

解決法を見出すことができるということを訓練生

に信じ込ませようとする。問題に直面することは

面白いこと，すなわち，自分の機知を試すチャン

スであると感じさせようともしている(106)。

借り手の聞でも，問題の解決は重要である。グ

ループやセンターは，みんなで問題解決への合意

を見出そうとする。また，ワークショップや会議

では，参加者が問題を提起し，みんなで話し合い，

その中から各自が答えを見出すような方式で展開

している。

グラミン銀行は，常にクロス・チェックを繰り

返しながら仕事を進めるとともに，借り手と現場

で働く職員の声をできるだけトップへ，同時に

トップの考えを現場へと伝えることを重視してい

る。したがって， トップ・ダウン方式の一方通行

ではなく，ボトム・アップの方向からも，より多

くの情報が流れていることが予想できる。すなわ

ちグラミン銀行では，理念，考え，決定事項など

の情報が組織の中を循環し，そのことが常に組織

を活性化させている。いわば情報の流れが血液の

ごとく組織の中を循環しているのは特筆すべきこ

グラミン銀行の組織図

84 

Andreas Fuglesang & Dale chandler 'Participation As Process-Process As Growth: What We Can 

Learn from Grameen Bank BangladeshJ の 40 ページ及び 54~55 ページの図を参考に筆者作成。

数値は 2001年7月現在のもの (http://www.grameen-info.org/bank/hist2001.htmJ)。



とであり，これが組織として特色あるものにして

いる。

グラミン銀行では，すべての人に意思決定プロ

セスへの参加を開放することにより，組織におけ

る大きな誤解や緊張は回避されてきた(10η。この多

様性は強さをもたらすものである。危機のとき，

みんなの思考や行動が標準的な方法でパターン化

されている組織は，多くの意見や考えがお互いに

影響しあえる組織よりも，崩壊する可能性が強

い(1問。また，問題を解決するためには，創造的で

あり，革新的であることが求められる。革新は自

由，寛容，多様性，好奇心という雰囲気の中にお

いてのみ芽を出すことができる (109)ことから，グ

ラミン銀行は個々人の考え方や意見を尊重し，時

には問題解決するために十分時聞をかけ，プロセ

スを重視する方法をとっている。

第 3章貧困克服の出発点

UNDP (国連開発計画)では，貧困について，

次のとおり述べている。

「人間開発の視点から見ると，貧困とは我慢し得

るまずまずの生活を営むために必要な，選択の幅

と機会がまったく与えられないということを意味

する。

貧困は，人聞が当たり前の生活を送ることがで

きないという形で表れる。貧困は，物質的な豊か

さに必要なものがないということを意味するだけ

ではない。人間開発にとって最も基本的なもの，

つまり健康で創造的な生活を長く送り，つつまし

い生活水準を維持し，自由・尊厳・自尊心・他者

からの尊敬を享受するために必要な選択肢が与え

られないことも意味する }110)。

つまり貧困とは，その結果として，自分の小さ

な声さえ発することができず，不平等な社会構造

の下部に追いやられ，自分の能力を活かす自由さ

えも奪われ，尊厳もなく，ささやかな希望さえ見

出すことができないことである。

ロパート・チェンパースによると，貧窮化は物

質的貧困(poverty)，身体的弱さ (physicalweak-

小さな信用と貧困問題の解決

ness) ，孤立化Osolation)，不測の事態に対して脆

弱なこと (vulnerability)，政治力や交渉力がない

こと (powerlessness)の5つの状態が互いに絡み

合うことによつて生み出されており仇，一度その罵

にかかつた人々はそこからなかなか脱け出ること

ができないという引(1川1口川1η)

このように，貧困は様々な要因が絡んでいるこ

とから，克服することが極めて困難である。しか

し，世界銀行が関与した調査によると，グラミン

銀行の融資を受ける前，借り手の 82.9%は貧困者

で， 32.9%は極貧であった(112)。ところが，借り手

になって 4.2年以内に，貧困者は 82.9%から

6l.6%へと減少しており，これは 1年間に借り手

の 5%が貧困を克服していることを意味す
る(113)。

パング?ラデシュにおける貧困という慢性病の蔓

延は，統計上の数値に明確に表れるほど，グラミ

ン銀行によって確実に救われ，見事に回復してき

ている。グラミン銀行ではどのような視点を重視

し，問題解決に結びつけていったのであろうか。

第 l節貧困の文化と土地なしの人々の価値

「貧しい人はすべてにおいて貧しい。貧困とは無

に等しい}1凶と考える人が多い。しかし，実際に

貧困という問題に取り組むには，まず，貧しい人々

の状況と彼らの持っている資源や希望，そして，

問題から始めることが重要である(1問。貧困といえ

ども，すべてが欠けているわけではないという観

点に立ち，-それは~ではない」という側面よりも，

むしろ「それは~である」という部分を見出すべ

きである(116)。そして，単に貧困という症状だけで

はなしその原因にメスを入れることが不可欠で

あり，-貧困の内側からの分析(within-poverty 

analysis) }1I7)が必要である。

貧困とは lつの文化であると考えることができ

る。貧困とは独特の生活様式を有していることを

認識すべきである。ブューグルサングらは，その

著書で「貧困の文化 kultureof poverty) J(1I8)に

ついて触れている。「貧困の文イ七」は貧困の経済で

もあり，そのままでは生産と消費の聞の慢性的な
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ギャップを克服できないことから，貧困は貧困の

ままである。ましてや，進歩の前提である積み上

げの過程をスタートさせ，それを維持させること

はとても難しい(1則。しかし r貧困の文イ七」はすべ

て否定的側面ばかりではなく，評価できる点もあ

る(120)。

①聞く技術

書く技術を有する人が少数であるため，貧

困の文化は口承文化である。このことは，人々

に聞く技術を発達させる。この聞く技術は，

社会を理解する技術となり，社会状況を把握

する能力となる。

②記憶する技術

口承文化を通して発達するもう 1つの能力

は，記憶する技術である。人々は情報や知識

を蓄積する方法がない時，記憶力を発達させ

る。

③サパイパル技術

貧しい人々によって取得される特別な技術

は，自己のエネルギーを効率よく使用する能

力，すなわち労働の節約である。この技術は

忍耐や不屈というような質に達する。つまり，

「貧困の文化」は，選択によるのもではなく，

必要性に応じた少しずつの文化である。

④資源の活用

利用できる資源は非常に様々な方法で活用

され，その可能性を最大にして結び付けられ

ている。貧しい人々は，適切な方法で，彼ら

が利用できる資源の適切な使い方ができる。

⑤職業技術

貧困の文化が労働部門で高い地位を有して

いることは，よくあることである。パングラ

デッシュでは様々な仕事があるが，利益があ

ると考えるとき，人々は新しい技術を簡単に

取得してしまう。人々は自分が習得した技術

を使うことによって自信と自尊心を得る。

このような「貧困の文化」の利点を活かすこと

により，貧困の経済を改善することは可能であり，

グラミン銀行はまず，貧しい人々が有する利点を

活かすことに着目したのである。
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ユヌス教授は土地なしの人々について，次のよ

うに述べる。

「逆説的であるが，多くの雇用されない土地なし

人口は資産としてみなすことができる。彼らが有

している最も魅力ある特質は，土地に縛られてい

ない点である。土地とは縁のない土地なしの人々

は，積極的で可動性があり，新しい考え方を受け

入れる傾向にある。彼らの生存しようとする状況

は，彼らにやる気を起こさせる。土地に縛られて

いないとき，人は伝統的なライフスタイルから自

由になる }121)。

グラミン銀行は r貧困層は，けっして教育され

たり指導されなくても，適正な資金を得られれば

自ら雇用機会を創出できる」という点で r意識化」

や「社会のめざめ」を活動の中心にすえていた

NGOと異なる(122)。

反対の方向や立場から物事を見るという，いわ

ば発想の転換(123)から，貧困を文化として評価し，

土地なしの人々の価値を認め，その特徴を最大限

に活用した手法により，グラミン銀行とメンバー

の聞には信頼関係が築かれ，貧困を克服するため

の基盤となったのである。

第2節小さな信用と大きな自信

マイクロ・クレジットとは r小さな信用」であ

る。グラミン銀行の活動は，お金に換算できる物

(担保物件)を対象として，それを絶大に信用する

のではなく，貧しい人自身を信用するという，人

間そのものに対する「小さな信用」から出発して

いる。

ユヌス教授は，.人生において何度も逆境に遭い

ながら，彼らの多くが今日もなお生きているとい

う事実は，まさに疑いもなく彼らは非常に有益な

技術，サパイパル技術を持っていることを物語っ

ている」(124h「彼らは私たちにどのように生きてい

くかを教えてもらう必要もないし，すでにそれを

知っている。そこで，彼らに新たな技術を教えて

我々の時聞を浪費するよりも，彼らの今ある技術

を最大限に利用することに決めた。貧しい人々に

クレジットを利用する権利を付与することは，彼



らがすでに有している技術をそのまま実践に持ち

込むことを可能にする}1町と，たとえ貧しい状況

に置かれでも，人々は何らかの生き抜く能力があ

ることを評価している。

ロパート・チェンパースも r多くのケーススタ

ディは，貧しい人々がほとんどの場合，忍耐強く，

勤勉で，積極的で，また独創性に富むことを示し

ている。そうでなければ，彼らが直面しているが

んじ絡めの窮乏化 (deprivation)の買に対抗して

日々闘うことはできない}126)と，貧しい人々がす

でに有している能力を認めている。

貧しい人々はトレーニングを受けていないか

ら，あるいは文盲であるから貧しいのではなく，

自分の労働の対価を保つことができないので貧し

い(127)状況にあるものと理解し，グラミン銀行は，

貧しい人々を助けるための仕事を創出するのでは

なく，貧しい人々が自分の潜在能力を認識する機

会を提供することからスタートしたのであ

る(128)。

そして，グラミン銀行は，何よりも，人々の達

成感に焦点を当てた。貧しいがゆえに，今まで正

式に学ぶ、というチャンスがなく，無能で価値がな

いと自分でも思い込んでいた人々にとって r私は

できる!J と達成したことによる喜びの経験は，

変化するための大きな力となる。自分自身につい

て良く感じることは，感情的・心理的価値のある

財産となるのである (12九とりわけ，全く読み書き

ができなかった人にとって，自分の名前を書く能

力は誇りの源となる。各メンバーはセンター・ミー

ティングに来たとき，サインする。書くことが日

常的に啓蒙され，人々はさらに学ぼうと励まされ

ることになる (130)。

ユヌス教授は女性たちがエンパワーされる姿を

見てきた。

「彼女らは尊厳を持って生きること，互いに協力

すること，自分の福利のために組織を作ることの

利点を学んだ、。固い壁に遮られ，失望していた人々

が，今，自分の前に聞かれた無限の可能性に満ち

たドアを見る。彼女らは今，将来に向かい夢を見

るゆとりカまある }131)。

小さな信用と貧困問題の解決

小さな信用は借り手に大きな自信を与え，それ

はグラミン銀行という組織の中で信頼関係へと拡

大し，これが貧困を克服する力になっていったの

である。

第3節貯蓄による基盤強化

グラミン銀行から融資を受けると，各メンバー

はローン総額の 5%をグループ基金に積み立て

る。また，毎週のウィークリー・ミーテイングで

は返済とともに一人2タカをグループ基金に積み

立てる。このグループ基金は自分たちの「小さな

銀行」として説明される。わずかなお金が必要な

時に，金貸しの所へ行かなくてもすみ，身を守る

ものである (13九グループの他のメンバーの同意を

得て，あらかじめ決定した期間，条件下で投資あ

るいは消費を問わずいかなる目的であっても，グ

ループ基金から借りることができる (133)。

1990年時点でのグループ基金による貯蓄累計

は6億 4，960万タカであったが， 1999年時点では

96億 7，576万タカと 10年で約15倍となり r小

さな銀行」は非常に大きな銀行に成長した(13九

グループ基金での貯蓄が600タカに達すると，

グワレープは合計500タカ，すなわち I株 100タカ

でグラミン銀行の株を 5株購入することが義務づ

けられている。各メンバーは 1株だけ購入する権

利を与えられている(13九

また，任意の貯蓄として，センター基金とも呼

ばれる特別基金と個人貯蓄がある。これらの預入

れの利率は 8.5%である(川)。

このように，グラミン銀行では，借り手は融資

を受けると同時に貯蓄による財産基盤を確立して

いった。貯蓄があることから，借り手は災害等で

ダメージを受けた場合であっても，自ら起き上が

る力を有することとなったのである。

第4章 女性の借り手と社会開発

バングラデシュは，男性より女性の方が寿命が

短いという世界でも珍しいの閏のひとつであ

る(137)。
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この自然の摂理に反しているような現象の背景

には，一般社会においてだげでなく家庭内におい

ても男女聞に大きな不平等があることが，容易に

推測できる。

誕生の瞬間から，女児は男児が受けられる祝福

を望むことができず，出発点から忍耐と犠牲とい

うこつの価値観を学び成長することになる。男性

は家族の資産であり，女性は負債である(13九

子供のなかでの優先度がまず男の子にあり，女

の子は栄養のあるものを与えられず，医療面での

配慮もあまり受けていない。その結果，バングラ

デシュでは女の子の早死の割合は高い傾向となっ

ている(139)。

仮に，貧しい男性がさらに貧しい状況に陥った

場合，その状況でそれ以上に困難な状況に直面す

るのは，この国では彼の妻であり，彼の娘である。

女性は最も過酷な貧困を経験することになり，貧

困が辛いことならば，貧困の女性になることは最

悪のことである(14九貧しさのどん底に暮らす女性

は，何ひとつ失うものがない(141)状況に置かれる。

すなわち，土地もない貧しい女性が位置する貧困

とは，すべての選択を奪われた状況であり，まさ

に究極的な不自由以外の何ものでもない。選択す

る余地がなく，失うものもない人にとって，後は

死を待つだげの人生であり，希望もなく，生存し

続ける権利すら否定されてしまうのである。

旧西ドイツ政府の経済協力省担当官であったブ

リギッテ・エルラー(BrigitteErler)が， 1983年

10月にバングラデシュを現地視察した経験を踏

まえた彼女の著書で，.貧しいものをさらに貧しく

するとはバングラデシュでは多くの場合，食えな

くなって死んでしまうことを意味する}山}と述

べた状況にほかならない。

グラミン銀行では，最初から女性が借り手の圧

倒的な比率を占めていたわけではなく，事業を開

始して 2年後の 1978年には，その比率はわずか4

分の lだ、った。しかし， 1984年に過半数を超える

と，その後の女性の比率は爆発的に増加してい

き(1叫，現在では 95%近くを占める(1州。

それまで社会的に価値がないと見なされていた

88 

貧しい女性に融資したグラミン銀行の活動は，バ

ングラデシュの常識，慣習を根底から覆すもので

あった。グラミン銀f子のメンバーとなった貧しい

女性たちはどのような人生をたどり，貸付けを受

けた後，どのように生活を変化させているのだろ

うか。

第 l節ニつの事例から

ここでは，貧困を克服した二人の女性の具体的

な事例を考察する。

l 事例生まれたときから人間扱いされな

かったハジーラ(145)

1959年生まれのハジーラは，目の見えない男性

と結婚させられた。その男が持参金を求めなかっ

たからだ。ハジーラと夫は，彼女が家政婦の仕事

で得るごくわずかな金で食いつないでいた。しか

し 3人の子どもにちゃんとご飯を食べさせるこ

とができなかった。

「あたしは生まれた時からず、っと，自分が役立た

ずだと思ってきました。あたしが生まれたことで，

うちの親はもっとみじめな暮らしになっただけ。

うちの家族はあたしの持参金なんか払えゃしな

かった。母さんが，おまえなんか生れた時に殺し

てしまえばよかったと言うのを，何度も聞きまし

た。あたしは自分がお金なんか借りられる人間だ

と思えなかったし，借金を返せるとも思えません

でした」。

グループの仲間の助けがなければ，彼女はお金

を借りるのをあきらめていたかもしれない。彼女

の最初のローンは 2，000タカ (60米ドル強)だ、っ

た。それを受け取ったとき，彼女は涙を流した。

グループの仲間たちは彼女に肉牛になる子牛と，

脱穀する籾を購入させた。ハジーラは期日どおり

に最初のローンの返済を終え，次のローンで土地

を買い， 70本のバナナの苗木を植えて人に貸し，

さらに 2頭目の子牛も買った。今では彼女は，水

田を人に貸しているほか，ヤギとアヒルと鶏を所

有している。ハジーラは言う。「あたしたちは今

じゃ 1日に 3度の食事をとれるようになったんで

す。子どもたちがお腹を空かせるようなこともな



くなりました。週に I度は肉を食べる余裕まであ

るんですよ。子どもたちは全員，高校かカレッジ

くらいには行かせるつもりです。グラミン銀行は

母さんみたいなもの，いや，母さんそのものです。

あたしに新しい人生をくれたんですからね」

2 事例 2 勤勉であるにもかかわらず，人生を

切り開くことができなかったマンツィラ(146)

マンツィラは 17歳のとき，法律関係の仕事をめ

ざし勉強している男性と結婚し，夫の学費を稼ぐ

かたわら 2人の子どもを出産した。数年たち 3人

目を身ごもったとき，夫は失業し，怒りと屈辱感

から彼女を実家へ戻した。子どもが生まれたので

家に帰ると，夫はすでに新しい妻と一緒に住んで

いた。夫は容赦なくマンツィラを殴るようになっ

たので，彼女は子どもを連れて再び実家に戻った。

しかし，当時の彼女の実家は大変貧しく，彼女

たちは厄介者にされ，部外者のように扱われた。

彼女の子どもは，他の子どもたちが食事をした後

に残ったものを食べた。マンツィラ自身は他の村

に働きに行き，自分の食事代を稼いだ。数年たち，

ある土曜の朝，彼女の子どもは激しい下痢になり，

まもなく死んでしまった。マンツィラは悲しみで

仕事もやめ 3カ月間無気力のまま過ごし，兄が

「自分を大切にするんだ!Jと叫ぶまで，ただ死ぬ

のを待っているだけの状態であった。

グラミン銀行が村にセンターをオープンし，彼

女は最初2，000タカのローンを受け， ミシンを購

入した。やがて彼女の仕事ぶりは高く評価され，

彼女の稼ぎは週50タカから 4年後には 250タカ

以上へと増えた。また，彼女はローンを使って小

さな農地を手に入れてそこに 20本のグァパの木

を植え，田んぼを借りて高収穫米を植え，さらに

壁がレンガでトタン屋根の家も建てた。

やがて彼女はグラミン銀行の理事になり，グラ

ミン銀行がベルギーの国王から賞を贈られること

になったとき，代表として授賞式に参加し，見事

に務めを果たした。ベルギーの聴衆の前では，夫

との問題，子どものこと 1日1食でなんとか生

きてきた 8年間のことを話した。

「神は私に手と足と目を与えてくれましたが，以

小さな信用と貧困問題の解決

前はほとんど稼ぐこともできなければ，節約もで

きませんでした。死にかけた子どもはアイスク

リームを欲しがりましたが，わず、か 1タカがな

かったために買ってあげることができませんでし

た。人生の最初の 30年は，食べたり食べれなかっ

たりの暮らしでしたが，今では年老いた親の面倒

まで見られるようになりました」。

勤勉なマンツィラは貧困を克服し，再婚して幸

せに暮らしているという。

3 貧しい女性への到達

事例1からは，バングラデシュにおいて，女の

子の誕生は最初から家族にとって災難とみられて

いたことがうかがえられる。結婚するときに必要

な持参金の用意は親にとって重荷であり，金貸し

から借金をしなければならないことも多かった。

そのため女の子は役立たずとされ，ひとりの人間

として認められることはなかったのである(147)。こ

れは明らかに尊厳の否定であるが，生まれてから

ずっと幾度となしおまえは家族にとって重荷だ

と告げられると，女性自身もそう信じるようにな

るのである(148)。

事例2からは，女性は結婚した時点で実家から

はアウトサイダーとしてみられ，結婚後は夫に依

存することになり，しかも家庭内にあっては夫の

暴力から逃れることは難しし結婚そのものが女

性自身の尊厳を犠牲にする恐れがあり，人生に対

して重い対価を払わなければならないことがうか

がえられる。そして，棄てられた女性にとって，

自分と子どものために別の家をみつけることは，

このうえなく困難であることが分かる(149)。

女性は慣習的に「家」にとどまらなければなら

ず，事実上やりくりするものがなくなっても，な

んとかしなくてはいげない。もし，家族の一人が

飢えるようであれば，それは母親のせいであるこ

とは不文律である。飢餓や食料難の日々において，

子どもたちを食べさせることができないという辛

苦な体験を経なければならないのは，母親なので

ある (150)。つまり，女性は男性の場合よりもさらに

厳しい状況で飢餓と貧困を経験することになる。

ユヌス教授は，バングラデシュの女性が直面す
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る困難な現実を，次のように述べている。

「貧しい女性の大多数は，夫から虐待を受け，棄

てられ，離婚された女性である。彼女らのほとん

どが，結婚持参金制度の犠牲者である。我々の社

会は，これら女性がそれぞれ独立した主体性と可

能性を有し，本来の人権による『人間』である，

という事実を容認することを，単に拒否している。

こうした女性に対する価値観は，男性優位があま

りにも深く影響を与えてきているので，知らず知

らずのうちに，抑圧され迫害されることは自分た

ちにとって唯一の権利であるとまで，女性たちが

受け入れるようになってしまった}151)。

このように，貧しい女性はすべての自由を奪わ

れてしまう。バングラデシュのような因襲に縛ら

れた社会では，女性たちは経済や社会によって生

み出されるすべての苦難を受けとめるための最終

地点、に置かれている (152)。

しかし，飢餓と貧困に対して闘う機会を与えさ

えすれば，貧しい女性は貧しい男性よりもごく自

然に優れた戦士に変わる。貧しい女性たちは生活

を向上させようとする強い意欲を持っていて，自

分の人間的尊厳に関し，また，子どもの現在及び

将来に対し，一生懸命に働き，子どもの福祉のた

めには個人的犠牲をも厭わないのである(1問。貧し

い人々の聞において世帯主が女性であることが多

い(1叫が，貧しい家庭の女性は収入の高いレベル

にある女性より，経済面でははるかに活動的であ

る(155)。

マイクロ・クレジットでは，男性も女性も即座

に自営業を開始することができるが，女性は，賃

金雇用下で求められるような犠牲を伴うことな

し収入を得ることができる。彼女は家や子ども

から離れる必要はない。新しい仕事に自分を適応

させるために新たな技術を習得する必要もない。

自分が最も得意とすることによってお金を稼ぐこ

とができる。マイクロ・クレジットは，貧しい男

性，貧しい女性をともに自由にするが，男性より

も女性に対しての効果の方がダイナミックであ

る(156)。

増加した稼ぎは家庭に入っていくものだが，男
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性にとっては，外でお茶を飲んだり，個人的に満

足する他の消費に消えてしまう傾向がある。一方，

女性は稼いだお金を家族のために使う(15九

女性にマイクロ・クレジットを提供した場合，

かなり早い時期から，次のような特徴が認められ

た(158)。

①収入の最初の利益は，彼女の子どもたちが恩

恵にあずかる。子どもたちは着る物が与えら

れ，年長であれば彼は学校に行き始める。

②次段階の利益では，住居の修繕や改善となっ

て，家族全体が受益者になる。

そこで，中心的役割が貧しい家庭の女性に割り

当てられることができるのなら，貧困撲滅のプロ

セスはより良心より早く機能するだろう(1聞と

考え，グラミン銀行は女性に大きく焦点を当てる

ようになったのである。貧困の克服は不平等の是

正であると捉えるならば，グラミン銀行が家庭の

中でも貧困の最たる状況にある女性を貸付けの対

象にすえ，女性とともに歩むことになったのはご

く自然なことである。そして，実際に女性の方が

投資の仕方が慎重であり，確実にお金を返済する

ことを示してきた。女性は，より大きい社会的信

頼と責任感を示し，女性の知識・情報・技術・収

入が増加すると，家族の状況が良くなり，村も発

展するのである(160)。

小さなことが100万回生じると，大きなものに

なる。それは強い経済の基礎になる。女性がこの

経済の基礎に参加することによって，より良い社

会経済の将来にとっての基礎を築くことにな

る(1刊。そして，女性たちは大きな経済面での改善

を経験し，未来の変化と発展に興味を抱くように

なるのである(162)。

グラミン銀行は，世の人口の半分を占めながら，

貧困の最底辺に追いやられていた女性の活力を十

分活用することにより，貧困克服への確かな道を

歩む展望を見出し，女性たちの輝きを引き出すこ

とにより，未来への力を創造してきたのである。



第2節 グラミン銀行による人生と社会の変化

女性の人生の変化

アマルティア・セン (AmartyaSen)は，女性

はもはや福祉向上の助けの受動的な受け手にとど

まらず，男性にとっても女性自身にも，変化のた

めの能動的な力であると見られるようになってい

る。さらに女性は，女性と男性いずれもの生活を

変えることのできる社会，変革の力強い推進者な

のである J(163)と述べているが，グラミン銀行の事

例はまさにこのことを物語っている。

シィェド・M・ハシェミ (SyedM. Hashemi) 

らは，女性は一度クレジット・プログラムに参加

すると，収入の規模は比較的小さいが，エンパワー

メントが増し，その効果はかなりのものであ

る}1叫と高く評価している。つまり，グラミン銀

行に加入し，グループの他のメンバーと接するう

ちに，女性たちは家庭の外で自らのアイデンティ

ティを開発するのである。

また，グラミン銀行の厳格な管理は，女性が疎

外されていたバングラデシュの公共的領域におけ

る社会生活では特別のことではなく，より力のあ

る人と接することはメンバーにとってステイタス

となり，女性の自信を増加させるものである(1問。

家族計画について調査したシドニー・ルース・

シュラー (SidneyRuth Schular) らは，プログ

ラム・スタップとの関わりを通して，女性は公的

分野で機能する自らの能力についてより多くの知

識と自信を持つようになり，自分の家庭において

もはっきり主張できるようになる。このことは，

家族計画や保健サービス提供について恐れず、に話

すことができるようにし，夫や姑との交渉能力を

高めている。さらに，グループを形成し，他の女

性と関わることによって社会的ネットワークが広

がり，新しい情報源や支援の方法を得ることがで

きる }166)と，述べている。

ハシェミらは，マイクロ・クレジット・プログ

ラムは，重要な経済的資源へ近づく方法を提供し，

女性にジェンダーの障害を乗り越えさせ，自分自

身の生活をコントロールする機会を増やし，家庭

での地位を改善させるものである }167)と述べて

小さな信用と貧困問題の解決

いる。

2 社会開発プログラム

1984年3月，全国ワークショップに集まった

100人の女性のセンター長は，グラミン銀行の社

会開発憲章ともいえる次の '16カ条の決意」を採

択した(168)。

これは，貧困を克服するための，日々の改善と

しての借り手の心構えであり，目標でもあり，実

践すべき事柄でもある。

第 3条の住宅について見ると，グラミン銀行で

は， 1984年から住宅ローンの提供を導入した。質

素なトタン屋根ではあるが，耐久性のある家を所

有することは，より良い生活への夢をスタートさ

せることができる自信と誇りを人々に注ぎ込む。

メンバーは，住宅ローンとして 2万5，000タカ(約

500米ドル)まで借りることができ，利率は 8%

で，毎週返済し， 10年で完済する (1問。2001年7月

までに， 54万3，743軒の家が建てられている (170)。

この経験は，機会さえ与えられれば，貧しい人々

は自分たちのためにそれなりの家を保有できるこ

とを証明する(17九なお，メンバーが女性である場

合，住宅ローンを受けるためには，あらかじめ土

地の権利書は夫から妻名義にしなければならな

い。そして，完全にローンが返済されるまで，所

有権は移転できないことが条件となっている(172)。

第 11条には，子どもの結婚に際し持参金を禁止す

ることが入っているが，これは社会正義の要求と

して非常に画期的なことである。 1980年に持参金

禁止法が制定され，持参金を要求することは違法

となった(1聞が，今なお悪しき社会習慣として根

付いているという。しかし，グラミン銀1Tの借り

手の子ども同志が結婚する場合は，持参金なしで

済ませるケースが出てきている。

この他，水を確保するために共同で井戸を作っ

たり，ポンプを設置したり，子どもたちのために

センター・スクールを聞いて教育にも力を入れて

いる。

グラミン銀行も各種のワークショップを開催

し，生活改善のために人々を長期の社会的経済的

学習プロセスの中に取り込んでいる。
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16ヵ条の決意

1 私たちは，人生のすべての面において，グラミン銀行の 4つの原則 規律，団結，勇気，勤勉ーーに

従い，これらを推進します。

2 私たちは，必ず家族に繁栄をもたらします。

3 私たちは，あばら犀には住みません。

私たちは，家を修繕し，できるだけ早く新しい家を建てられるように働きます。

4 私たちは 1年を通じて野菜を育てます。

私たちは，野菜をたくさん食べ，余りを売ります。

5 私たちは，植林の季節には，できる限り多くの苗木を植えます。

6 私たちは，子どもの数を抑えるよう，家族計画を行います。

私たちは，出費を最小限にします。

私たちは，自らの健康に注意します。

7 私たちは，子どもたちに教育を受けさせ，その教育費をまかなえるようにします。
8 私たちは，子どもたちとその環境を常に清潔にします。

9 私たちは，簡易トイレを作り，それを使います。

10 私たちは，井戸水を飲みます。

それができなければ，水を沸騰させるか，ミョウパンを使います。

11 私たちは，息子の結婚に際し持参金を取らず，娘の結婚に際しでも持参金を渡しません。

私たちは，センターを持参金の災いから解放します。

私たちは，児童婚をさせるようなことはしません。

12 私たちは，誰にも不正義を押しつけず，誰か他の人がそうすることも許しません。

13 私たちは，より高い収入のために，共同で大きな投資を行います。

14 私たちは，いつでもお互いに助け合います。

もし誰かが困難に陥ったら，私たちはその人を助けます。

15 私たちは，どこかのセンターで規律違反があることを知ったら，そこへ行き，規律が回復するのを手伝

います。

16 私たちは，すべてのセンターで体操を始めます。

私たちは，すべての社会活動に共同で参加します。

経済面だけではなく，社会面からもエンパワー

され，また孤立した状態ではなく，組織の中で仲

間たちと共に歩むことにより，グラミン銀行の借

り手の女性たちは，自信とともに新しい知識も身

に付け，貧困を克服することが可能になったので

ある。

3 社会の変化

バングラデシュのような男性優位社会の国で

は，貧しい状況にある女性の潜在能力の開花は，

まず家庭という基盤において自分らしさを発揮で

きることから始まるのではないだろうか。その点

で，ハシェミらが述べるように，グラミン銀行は

女性の生活の変革にとってきっかけとして機能し

ている(174)と言えるだろう。

グラミン銀行の借り手が直接社会を変えること

は難しいかもしれない。しかし，借り手である女
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性たち一人ひとりが，自分たちの生活を向上させ

る力を身に付けてきていることは確かであり，良

き社会を求め，静かにではあるが徐々に社会を変

えていくであろう。

グラミン銀行から融資を受ける女性たちは，

チェンパースが言う，社会で最後におかれている

人々である。貧困線を乗り越えようとする彼女た

ちの変化は，実に小さな変化かもしれない。しか

し，前進するための最良の方法は，小さな進歩を

一歩一歩重ねて，少しずつ変えていくことである。

そして，最後におかれている人々を最初に持って

くる努力を一回だけで終わらせるのではなく，何

度も何度も繰り返し努力することである。こうし

てあちらこちらでなされる小さな逆転は，互いに

支え合い，積み重なって大きな動きとなっていく

はずである(17九



バングラデシュで 1996年6月に行われた国政

レベルの第7回総選挙では，投票率が74.96%と

過去最高に達し(176)，女性も積極的に投票したと見

られている。この選挙では，西洋を敵対視し，女

性たちを家に留めておこうとするイスラム原理主

義政党である IslamicSocietyが，国会での議席

を大幅に失ない， 17議席から 3議席となった。投

票後，ユヌス教授は，彼を責める人々から怒りの

電話を受けたという(川)。

また， 2001年 10月1日に行われた第8回総選

挙においても，投票率は前回同様高く， 74.8%に

達し(川)， 1996年以来政権を握っていたアワミ連

盟 (Awami League)が議席数を 146から 62へと

大幅に減らし，与野党勢力が逆転した(179)。この選

挙結果については，人々が旧政権の汚職等を批判

したものである， とする見方もある(180)。

UNDPでは，貧困緩和戦略の出発点は男性と女

'性のエンパワーメントであり，とりわけ，女性の

エンパワーメント及びジェンダ一平等が不可欠で

あるとしている。「女性はすでに，家庭および地域

での最前線に立ち，貧困から抜け出し，その影響

に立ち向かう努力をしている。……ジェンダ一平

等に向けて建設的に取り組むことは，貧困緩和の

あらゆる行動分野の強化につながる。女性は新し

いエネルギー，新しい洞察，新しい組織基盤をも

たらすことができるからである }181)と述べてい

るが，グラミン銀行の歩みは当初からこの視点に

立つものであり，借り手の女性たちのエンパワー

メントは，今後も確実に社会全体のエンパワーメ

ントにつながっていくだろう。

おわりに

「我々は尊厳なしに生きている人がいることを

知ったら，落ち着いてはいられないだろう。我々

が他人に対する尊厳を確保できないのであれば，

我々自身の尊厳も無意味な偽りのものとなるだろ

弓，(182)
ノ」。

ユヌス教授が主張するように，社会の各メン

バーの人間的尊厳を保証すること，また，各メン

小さな信用と貧困問題の解決

ノfーが自分の創造性を示す最良の機会を得ること

を確保することは，社会の責務である (183)。真の貧

困緩和とは，人々が自分の運命をコントロールで

きるときに始まるのである(184)。

融資というと，私たちはお金だけを思い浮かべ

る。確かにマイクロ・クレジットとはお金であり，

グラミン銀行はお金を扱っている。しかし，グラ

ミン銀行は銀行以上のものである(1刷。グラミン銀

行が借り手である女性たちに提供するものは，意

義ある気持ちと尊厳の中に彼女らの社会的経済的

現実を再創出する機会である(1刷。したがって，マ

イクロ・クレジットは，お金であると同時に，尊

厳を確保する手段でもある。

グラミン銀行はお金だけではなく，借り手の女

性たちに大きな自信を持たせ，-尊厳」という「パ

ワーの素」を与えたのである。女性たちが身に付

けたその「尊厳」とは，貧しさをはねのける免疫

力にほかならない。だから逆ドミノのように人々

は起き上がることが可能になったのである。

このように，マイクロ・クレジットとは，お互

いの尊厳を確保するために人々の信頼関係を築

く，最初の第一歩としての「小さな信用」なので

ある。しかし，それは受取る側にとっては大きな

自信となり，初めて人間として信用された喜びが，

相互信頼という形で拡大し，大きなエネルギーと

なって貧困からの脱却への道を開くことになっ

た。

結局，お金そのものよりも自尊心を築く過程が

重要(187)であり，個人の尊厳，自己実現による幸

福，意味のある人生，そういったものは貧しい人々

が自分の力で，自分の夢や願望として，一生懸命

努力して作り上げるものなのである (188)。貧困を取

り除くということは，人々を確立するプロセスな

のである (189)。

先進国に住む私たちから見ると，彼女らの生活

の変化は非常にささやかで小さいものに見えるか

もしれない。しかし，数値で示される所得増加が

小さくても，単に外から与えられたものではなく，

自らの力で手に入れたものは自信につながり，本

当の喜びとなるだろう。こうした小さな変化が確
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固とした力となり，数多くの輝きを持った花が咲

くことにより，やがては社会を変化させていく未

来への大きな力となるに違いない。

ひとつひとつの細胞の活性化が身体全体に活気

をもたらすのと同様に，貧困を克服していくプロ

セスを経て，一人ひとりが能力を十分に発揮でき

ることにより，その家族，その地域社会，その国，

そして世界は，もっと平和に満ちたものになるの

ではないだろうか。

ユヌス教授は I平和とは，国家間，国家内での

社会的正義を意味すべきである。それは，すべて

の人にとっての人権の確立を意味すべきであ

る}1附 I今日，平和は，他のもの以上に，貧困，

不公正な社会的経済秩序，民主主義の不在，環境

悪化により，脅かされている }191)， I戦争に勝利し

て得られる『平和』は，人々を殺し，その犠牲の

うえに成り立つ。真の平和は，人々を確立させる

こと，人々を向上させること，秘めた能力を発揮

できるよう人々を手助けすることにより，実現す

ることができる }1921と言う。

そして I我々は『平和』を再定義しなければな

らない。平和とは，老若男女すべてを含むあらゆ

る人聞が，尊厳を有し，自由を確保し，自分自身

の運命へのコントロールを持って生きることであ

る。平和とは，貧困からの自由である。平和とは，

世界のあらゆる市民に対し，すべての人権を確立

することである。平和とは，あらゆる人にとって

可能となる環境を創出することである。平和とは，

安心して暮らせることである }1931と述べている。

貧困克服を目的に始まったグラミン銀行の「小

さな信用」と，そこから生まれた「信頼関係」が，

真の平和を求め，今後どのように歩んでいくのか。

貧しい人々に学んだ一人として，これからもその

行方を見守っていきたいと思う。
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